
第４回
城下のまち鶴岡将来構想策定委員会

令和3年7月30日（金）

マリカ市民ホール

鶴岡市建設部都市計画課



１．進め方とこれまでの経過

２．駅前地区の整備の考え方 -新たな機能を構築する着眼点-

３．駅前地区の整備方針（案）

４．「令和の藩校」拠点の整備・運営方針（案）

①「令和の藩校」とは

②整備・運営方針

１）整備・運営期間の考え方

２）短期（初動期）の運営方針

３）中期（発展期）～長期（更新期）の整備・運営方針

５．プランニングチームからのご提案

【本日の内容】
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１．進め方とこれまでの経過（第１回～第３回）
１．構想策定の進め方

第1回委員会（7月）
「現況と進め方」

第2回委員会（10月）
「まちづくりの方針・役割」

第3回委員会（3月）
「機能配置と概念図」

第4回委員会（7月）
「整備方針」

第5回委員会（9月）
「駅前構想の素案提案」

■鶴岡市のまちづくり説明
■課題抽出
(1)駅前地区の経緯・現状
(2)駅前地区の変化・強み
■進め方

■まちづくりの方針
(1)再構築の理念
(2)基本的方向
■期待される役割

■駅前地区の将来像
（1）ゾーニング（機能配置）
■基本的構成
(1)駅前地区に必要な機能
(2) 交通結節機能
(3)機能の基本的概念図

■駅前地区の整備方針
（1）短期的な整備
（2）中・長期的な整備

■素案提案
・実現可能な将来像
・基本（整備）方針

令和2年度 令和3年度

２．第３回委員会までの議論経過

■「令和の藩校」
■高校生を主体とした学びのサードプレイス
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（１）まちづくりの方向性 （４）鶴岡駅前の将来機能のイメージ

方針１
高校生の学習、コミュニティ及び活動、
活躍の場をつくる

(３）まちづくりの基本方針

方針２
活力と創造が生まれ、持続・進化する
まちをつくる

方針３
市民の学習、教育、起業など、学び・
創成の場をつくる

方針４
人・地域が連携し人を惹きつけ、集ま
る、魅力あるまちをつくる

(２）駅前地区の将来像

駅前を主に利用する高校生が集い、学び、憩
い、交流し、そこから様々な体験や発信を通
して、知己に関わり、そして未来につなぐ取
り組みが持続する学の館「令和の藩校」を目
指す。

方針５
周辺の地域資源と連携し、地域の価値
を高める

方針６
誰もが楽しみ、利用しやすく安全な環
境をつくる

方針７
人・車が安全・安心で円滑に利用でき
る交通環境をつくる

学
び
・
活
動

に
ぎ
わ
い
・
発
信

憩
い
・
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル



２．駅前地区の整備の考え方 －新たな機能を構築する着眼点ー

駅前地区の将来像の実現に向けて、各エリアが連携し
「令和の藩校」を創り上げる

駅前地区に新たな「令和の藩校」機能を構築する上で行政として必要な着眼点

「学び」の中核となる藩校の校舎を公共施設の利活用で実現

方針：使い方に合わせたリノベーションと、駅前への新たな役割の構築 3

方針１ 高校生の学習、コミュニティ
及び活動、活躍の場をつくる

活力と創造が生まれ、持続・
進化するまちをつくる

方針２

方針３ 市民の学習、教育、起業な
ど学び、創成の場をつくる

方針４ 人・地域が連携し人を惹きつけ、
集まる、魅力あるまちをつくる

方針５ 周辺の地域資源と連携し、
地域の価値を高める

方針６ 誰もが楽しみ、利用しやすく
安全な環境をつくる

方針７ 人、車が円滑に移動、利用でき
る交通環境をつくる

まちづくりの方針

国際交流
・多文化共生

男女共同
参画社会公共機能の充実

住民サービスの
質向上

デジタル化 SDGｓなど
時代の変化

着眼点

第
3
回
委
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会
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案
内
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３．駅前地区の整備方針（案）

整備方針

①「令和の藩校」の拠点となる「学び・活動エリア」の機能の充実を図る
②駅前地区全体に賑わいを波及できるよう、エリアごとの機能充実を図りながら
連携を強化する
③公共・歩行空間の確保、バリアフリー化による駅前地区全体の回遊性の向上を図る

駅前地区の価値を高め、

民間投資を呼び込む力を

高める

○商店街へと人が波及する地域
連携
○快適な街歩きができる空間
○鶴岡の食文化の発信
○魅力ある観光案内拠点
○既存機能の充実と新しい生活
様式に根差した環境整備

にぎわい・発信エリア

駅ターミナルエリア

○交通結節点の維持・向上
○２次交通の充実
○歩行者・自転車が快適に移動で
きる環境の整備
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憩い・交流エリア

○憩い・遊び・交流できる快適な
空間
○イベント・展示・定期市など
様々利用できる安全な空間

学び・活動エリア

○市民の起業・創業支援
○各世代が気軽に集える場
○高校生の学習の場・機会
○高校生の企画運営による学
び・創業の場
○高校生が駅周辺のまちづく
りに参画

国際交流
・多文化共生

男女共同
参画社会

公共機能の充実

住民サービス
の質向上

デジタル化

SDGｓなど
時代の変化



４．「令和の藩校」拠点の整備・運営方針（案）①「令和の藩校」とは

庄内藩校 致道館の由来
論語「君子学ンデ以テソノ道ヲ致ス」
…勉学につとめることによって、学問の道を究め、人としていかに生きていくべきかが自然と身に着く

致道館の教学精神 「徂徠学」
●天性重視・個性伸長…一人一人の素質や得意な能力を伸ばす教育

●自学自習…学問は人から教わるものではなく、自分で考え学びとるもの
・能力に応じた等級性・個別的指導
・実学活学:学んだことを実践に活かす

●会業の重視
・小集団での討論の場

●心身鍛錬
・磯釣りなどに見られる文武両道の精神

史跡旧致道館

現代にも通ずる教育観

致道館をルーツに新たな視点を取り入れた、
現代・未来に向けた
『学びの場』・『人材育成の場』・『まち育ての場』

令和の藩校
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４-②．整備・運営方針 １）整備・運営期間の考え方

■「令和の藩校」の拠点整備・運営を進めるにあたって、「令和の藩校」の運営内容に
基づき段階的に期間を設定します。

■「令和の藩校」の拠点施設として、市所有施設であるマリカ東館の活用が可能です。

・駅前地区の拠点施設かつ市所有の施設であり、「令和の藩校」機能を展開するために活用可能な床面積がある。
・建物のライフサイクルコストの試算の結果、長寿命化による効果的な使用期間は最長で現在から26年後の令和29年（2047年）
までとなり、設備等の改修により、最低でも15年後までは施設全体を有効に活用できると判断。
・マリカ西館については、建物に関する情報提供を進めつつ、 「令和の藩校」との連携を図るため、管理組合の意向を確認しながら、市が所有する床の活用を図っていく。

期 間 項 目

短期（初動期）： 5年間
令和4年～8年
（2022～2026）

「令和の藩校」の社会実験・
検証の期間

中期（発展期）：10年間
令和9年～18年
（2027～2036）

新たな仕組みでの事業展開
の期間

長期（更新期）：11年間
令和19年～29年
（2037～2047）

新たな施設への転換に向け
た再調整・更新準備期間

5年ごとに評価及び計画
のローリングを実施

再調整期間・更新準備

評価・見直しを行い、社会的要
求水準等にあわせて再整備等の
時期を決定

前半
１５年間

後半
１１年間
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４-②-2）．短期（初動期）の運営方針

期間 運営方針 展開場所

短期（初動期）

■「令和の藩校」の校舎として、幅広い世代に「学び」
を提供

■高校生をターゲットとした学習・交流の場の創出

■社会実験等の実施による効果の検証

・「令和の藩校」の仕組み、枠組みの構築
・民間活力の導入を視野に入れた体制検討
（P-PFI等官民連携）

■「令和の藩校」のグラウンド・広場

・「令和の藩校」のグラウンド・広場とし、発表・展示・イベント
の場として活用
・にぎわい創出に向けた社会実験の実施

＜PTからの事例紹介＞ 「令和の藩校」の枠組み、理想の運営方法、財源確保の方法について
7

マリカ東西館

旧ジャスコ跡地等

連携する機能
食文化、SDGｓ、国際交流、多文化共生、
学校教育、生涯学習、リカレント教育、
先端科学、ビジネス支援、デジタル化、etc

高等教育機関、地域コミュニティ、
商店街、地元企業、etc

連携 連携

旧ジャスコ跡地 マリカ広場



４-②-3）．中期（発展期）～長期（更新期）の整備・運営方針

期間 運営方針 展開場所

中期（発展期）

■短期で行う社会実験を踏まえた事業展開
■運営形態に沿ったリノベーションを実施
■民間活力を取り入れた魅力あるコンテンツ 等の提供

・公共機能の駅前での事業展開
・持続可能な運営体制の構築
・マリカ周辺機能との連携（にぎわい・交流エリア、駅ターミナル
エリアとの連携）

■「令和の藩校」の多目的広場

・マリカ東館と一体的な「令和の藩校」の事業展開の場の
グラウンド・広場として整備
・憩いの空間、交流できる空間、商業利用が可能でにぎわう場
・市民が滞留する空間

＜マリカ広場＞
・マリカ東西館及び駅ターミナルエリアと連携した活用

長期（更新期）
■再調整期間・更新準備

・評価・見直しを行いながら、社会的要求水準等にあわせて再整備等の時期を決定
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マリカ東館

旧ジャスコ跡地等
▼nest marche（池袋グリーン大通り）

https://localnippon.muji.com/4900/

https://localnippon.muji.com/4900/


【参考資料】 マリカ東館の床利用状況（令和3年7月現在）

①

②

【1階】

③

④

⑤

⑥

⑦

Ａ 【2階】

⑩

【3階】

階 区画 用途 面積㎡

１階 ① FOODEVER区画 773.53

② 民間事務所 67.60

Ａ
観光案内所、出羽三山・食文化情報、文
化体験スペース

238.91

２階 ③④⑤⑥ 民間事務所 計303.64

⑦ 民間倉庫 32.14

⑧ DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー 163.76

⑨ 空き 17.27

Ｂ 教育相談センター 541.39

Ｃ 新型コロナウイルスワクチン接種対策室 490.07

３階 ⑩ 民間倉庫 68.25

Ｄ 庄内産業振興センター 1055.67

Ｅ まんまルーム 374.61

⑨

⑧

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

休憩室
（共用）

「令和の藩校」利用可能区画



第4回
城下のまち鶴岡将来構想策定委員会

〈プランニングチームからのご提案〉

2021.7.30
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2021年度PTのミッション:ビジョンを実現する打ち手（具体策）の素案づくり

●鶴岡の高校生が、集い、誇れる、自慢したくなる鶴岡駅前を目指す。
●鶴岡の高校生が、「マリカ」からまちとつながる。（多世代との交流）
●鶴岡の高校生が、「マリカ」から世界とつながる。（デジタルの活用）

「令和の藩校」拠点 マリカの将来像

PTが考える令和の藩校とは、

未来のまちと人をつくる「令和の藩校」
（学びのサードプレイス）

①天性重視・個性伸長
一人一人の素質や得意な能力を伸ばす教育

②自学自習
学問は人から教わるものではなく、自分で考え学びとるもの
・能力に応じた等級性・個別的指導
・実学活学:学んだことを実践に活かす

③会業の重視
小集団での討論の場

④心身鍛錬
釣道（磯釣りなど）に見られる文武両道の精神

「庄内藩校 致道館」をルーツとした
（当時の教え）

※第3回委員会で承認

①天性重視・個性伸長
デジタルを使いこなし、世界で通じる個性豊かな人材
（次世代リーダー、起業家等）を育成する

②自学自習
まちに学び、まちに活かす

③会業の重視
年齢や立場関係なく、ゼミナール形式で、多世代でつながり
学び合う

④心身鍛錬
豊かな自然に身を置き、体験から学び行動する

徂徠学
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「令和の藩校」のありかた

①天性重視・個性伸長
デジタルを使いこなし、世界で通じる個性豊かな
人材（次世代リーダー、起業家等）を育成する

②自学自習
まちに学び、まちに活かす

③会業の重視
年齢や立場関係なく、ゼミナール形式で
多世代でつながり学び合う

④心身鍛錬
豊かな自然に身を置き、体験から学び行動する 「令和の藩校」は、こんな学校です

・高校生を主体に、多様な市民が学び合える場所
・市民の経験を活かし、実践できる場所
・鶴岡の今と未来をつなぐ場所
・鶴岡の元気が集まる場所

徂徠学

2021年度PTのミッション:ビジョンを実現する打ち手（具体策）の素案づくり
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2021年度PTのミッション:ビジョンを実現する打ち手（具体策）の素案づくり

参考事例①
※陳内様より

SDGsの視点と財源確保の手法
・SDGs未来都市
・企業版ふるさと納税

「令和の藩校」の拠点施設となる、「マリカ東館と旧ジャスコ跡地」を

理想的・持続的に運営していくためには、

これまで鶴岡市として導入していない、

新しい枠組みと財源確保の手法

の検討が必要と考えます。

参考事例②
※古田様より

枠組み、民間活用、運営体制
・Park PFIモデル

（香川県三豊市の例）



参考事例①



１.SDGsの視点

「SDGs未来都市」とは、内閣府においてSDGsの理念に沿った

基本的・総合的取組を推進しようとする都市の中から、

特に経済・社会・環境の三側面における新しい価値創出を通して

持続可能な開発を実現するポテンシャルが高い都市が選定される

ものです。

※鶴岡市も令和2年7月17日にSDGs未来都市に選定

鶴岡市SDGs未来都市計画

~森・食・農の文化と先端生命科学が共生する

‟いのち輝く、創造と伝統のまち 鶴岡“

”令和の藩校とは” のビジョン、定義づくり、運営方針の参考にな

ると思います。この計画のどの部分を今回のプロジェクトが担うのか

をシャープに決めていけると良いかと思います。
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※鶴岡市 ＳＤＧｓ未来都市計画 より抜
粋

http://www.city.tsuruoka.lg.jp/shisei/sogokeikaku/SDGsmiraitoshi.files/SDGs_keikaku01.pdf
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●令和の藩校の企画に賛同する企業寄付⇒法人寄付

●市外の関係人口拡大⇒個人寄付（返礼品・サービス開発）

出典:内閣官房・内閣府総合サイ

ト

２.財源確保の手法例

【制度概要】

企業版ふるさと納税
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２.財源確保の手法例

【活用事例】

企業版ふるさと納税

全国の特徴的な取組より抜粋
https://www.chisou.go.jp/tiiki
/tiikisaisei/portal/jirei.html

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html


参考事例②
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父母ヶ浜

パークPFIモデル
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地元プレーヤー

（地域のスーパ
ーの三代目）

緑の専門チーム

（東邦レオ（株））
地域外

企画連携チーム

（瀬戸内うどんカ
ンパニー）
地域商社

■指定管理費 ＝＞ なし

■土地利用賃借権＝＞年間120万を三豊市に支払い

市の財政の支出を抑え、収益をあげる。

指定管理者はその代わりに、年間を通してのこの場所の営業権を持つ。
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父母ヶ浜PORT（東邦レオ）
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hand in hand（瀬戸内うどんカンパニー）



宗一郎珈琲（ウルトラ今川）


